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教育・保育施設等における
１, 事故発⽣の現状
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教育・保育施設等における事故報告集計
※放課後児童クラブを除く

2115

参照：「教育・保育施設等における事故報告集計」よりグラフ化
（こども家庭庁HP https://www.cfa.go.jp/policies/child-safety/effort/shukei）
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R1.10〜 保育料無償化



死亡者数半減の要因（考察）

n 事故防⽌ガイドライン (H28：内閣府)の効果？
→策定の翌年から⼤幅な減少に転じている
→しかし現場に⽴つ職員への認知度は低い
→近年の重⼤事故の中にはガイドラインで指摘され

ている要因で引き起こされているものがある

n 新型コロナウィルスによる保育活動の⾃粛？
→近年で死亡者数が最も低い時期と
新型コロナウィルスのまん延時期とが重なる

ガイドライン周知に課題

負傷者の増加 要因（考察）
n 保育環境の変化

→ 施設数の増加 + 無償化 = 利⽤者数の増加
→ 活発な年齢層や配慮が必要な⼦どもの増加
→ 事故報告制度の拡充と周知
→⼦ども主体の保育の推進（保育所保育指針改定 H30）

n 保育者不⾜
→保育者の有効求⼈倍率は全国平均で3.54倍
→責任の重さ、事故の不安も敬遠される要因
→職場の⼈間関係・保育観の違いも離職理由に

職員の資質向上・連携に課題

東京：4.06倍、栃⽊：7.9倍 ※令和6年1⽉



２,  研修の概要

安全管理 における ２つの側⾯

事故予防
（リスク マネジメント）

事故対応
（クライシス マネジメント）

体験の価値を提供しながら
⼦どもの安全確保をはかる

医学的根拠と実践的スキル
により適切に医療へ繋げる

２,  研修の概要



安全管理研修の概要①

事故予防
（リスク マネジメント）

事故対応
（クライシス マネジメント）

l リスクマネジメント の基本⼿順
（全職員共通のフレームワーク）

l リスク発⾒ ３つの視点
（リスク発⾒の⼒を⾼めるポイント）

l リスク評価 〜 優先順と学びのリスク
（何から、どう対策すべきか）

l リスク対処 〜 排除か、⼩さくするか
（安全と体験の価値を両⽴するために）

l 安全管理マニュアル・安全計画の作成法

２,  研修の概要

安全管理研修の概要②

事故予防
（リスク マネジメント）

事故対応
（クライシス マネジメント）

l 「善意」と「義務」２つの法的⽴場
（⽀援者に求められる救命スキルとは）

l 救急搬送の判断基準
（医学的根拠に基づく共通理解）

l 乳児と⼩児の CPR/AED, 窒息解除
（最新の知識と質の⾼い⼀次救命処置）

l ケガや病気の評価と処置, 記録・引継
（⽌⾎と固定, 全⾝の確認, SAMPLE）

l シミュレーションによる実践的な演習
⼩児救命救急法

２,  研修の概要



３,  研修の特⻑

３,  研修の特⻑

１、基本は普段 使う⾔葉で、専⾨⽤語は丁寧に解説
２、業界・分野ごとの指針やガイドラインとの接続
３、法的責任の理解から「安全」への動機づけ
４、事例が豊富でリアリティーがある
５、受講者が⾃ら考え、発信し、体験する学び
６、個⼈の資質向上＋職員の連携にもつながる学び
７、６.５〜７時間の研修で資格取得も可能

安全管理研修７つの特⻑



３,  研修の特⻑

発⾏可能な２つの資格
事故
予防
6.5 H

⼩児
救急法
7.0 H

「安全」と「豊かな体験」の
両⽴を⽬指した ⼦どもの⽀援者
に必須の事故予防「リスクマネ
ジメントの基本⼿順」を学び、
活⽤できることを認定する資格

「JRC蘇⽣ガイドライン」に基づ
く⼩児の【⼀次ケア（CPR/AED/窒
息解除)】【⼆次ケア（⽌⾎/固定
等）】及び【緊急性の判断】等が
できることを認定する資格

資格の有効期間：３年 資格の有効期間：２年

３,  研修の特⻑

研修の
イメージ



４,  研修の効果

４,  研修の効果

事故予防
（リスク マネジメント）

2020〜2025 弊社主催資格取得講座
回答数 77名 解答率 42％

講座の満⾜度

満⾜度の主な理由
l 分かりやすく、内容が充実している
l テンポも良く、眠くならない
l 理論と実践が同時に学べた
l 具体的事例がたくさん聞けた
l 普段、慣れで疎かになっていること
が確認できた

l すぐに職場で実践したい
l 保護者や⼦ども達との活動で、もや
もやしていたことがクリアになった

l リスクをチームで共有する事で、
⼦どもの命や笑顔が守れることが
分かった

事故
予防
6.5 H



事故対応
（クライシス マネジメント）

４,  研修の効果

2020〜2025 弊社主催資格取得講座
回答数 209名 解答率 48％

講座の満⾜度

満⾜度の主な理由
l ⼦どもに特化した救急法だった
l 分かりやすく、頭に残る指導法
l ⾃分の職場だったら？と、イメージ
がわきやすかった

l 救命について不安だったが、気持ち
が楽になった

l 救急対応の根拠が学べるから、予期
せぬ場⾯にも応⽤できる

l 現場で他の職員や保護者に説明する
際にも役⽴つ

l 最新の情報を盛り込んでいた
l 定期的に学ぶ必要のある内容だった

⼩児
救急法
7.0 H

５,  研修の実績



•(公財)さっぽろ⻘少年⼥性活動協会
•埼⽟県社会福祉協議会
•埼⽟県児童福祉研究会
•品川区⼦ども育成課児童センター係
•公益財団法⼈よこはまユース （神奈川）
•三重県社会福祉協議会
•さいたま市児童養護施設カルテット
•株式会社トポス（埼⽟）
•児童養護施設 星美ホーム（東京）
•社会福祉法⼈ 景⾏会（東京）
•聖フランシスコ⼦供寮（東京）
•その他
児童養護施設／放課後児童クラブ多数

•東京／千葉 保育⼠等ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟ研修
•広島県⾃然保育安全管理研修
•千葉県⾃然環境保育安全管理研修
•千葉県私⽴幼稚園連合会
•公益社団法⼈⽇本幼年教育会
•蓮⽥市保育⼠会（埼⽟）
•⼋王⼦市私⽴幼稚園協会（東京）
•その他
公⽴・私⽴保育園／幼稚園多数

その他児童福祉関連幼児教育・保育関連

https://www.fieday.net/works/
実績詳細 URL

５,  研修の実績

６,  様々な開催⽅法



•集合研修
•体験活動セイフティーリーダー (ASL) 資格
•座学＋体験活動＋グループワーク
•最少⼈数６名 最⼤⼈数２４名

１⽇：資格取得コース 7 時間１⽇：資格取得コース 6.5 時間

６,様々な開催⽅法

事故予防
（リスクマネジメント）

事故対応
（クライシスマネジメント）

⼩児
救急法

•集合研修
•⼩児救急法国際資格 ( EFR-CFC ) 
•座学＋実技＋シミュレーション
•最少⼈数６名 最⼤⼈数２４名

•集合研修
•座学＋体験活動＋短いグループワーク
•最少⼈数６名 最⼤⼈数２４名

半⽇：座学 + 実技コース 3〜4 時間半⽇：座学 + 体験コース 3〜4 時間
•集合研修
•座学＋実技（主に CPR , AED）
•最少⼈数６名 最⼤⼈数 ご相談ください

•集合研修／オンライン
•座学＋クイズ＋KYT トレーニングなど
•最少⼈数６名 最⼤⼈数 ご相談ください

短時間：座学コース 1.5〜2 時間
•集合研修／オンライン
•座学＋クイズなど
•最少⼈数６名 最⼤⼈数 ご相談ください

短時間：座学コース 1.5〜2 時間

７,  研修開催までの流れ



７, 研修開催までの流れ

お問い
合わせ ヒアリング お⾒積もり 研修の発注 研修開催

l メール
⼜は
電話

l お問い合わ
せフォーム

l 研修⽬的

l 研修内容

l 参加⼈数

l 会場など

l 講師料

l 交通費

l その他

l ⽇程確認

l 会場確認

l 資料等準備

l その他

l 会場準備

l 研修実施

l 撤収

l お⽀払い

お問い合わせ

７, 研修開催までの流れ

体験活動リーダースアカデミー
（プラムネット株式会社 ⼦ども安全共育事業部）

〒221-0844
神奈川県横浜市神奈川区沢渡1-2
J プロ⾼島台 サウスビル 4F
TEL︓045-312-6052
FAX︓045-312-6077

E-mail：eigyo@plumnet.jp


